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初期仏典（三蔵）の編纂（結集）と伝承（口伝と書写） 
――インドよりスリランカ・ミャンマーへ―― 
森 祖道 
Ⅰ．初期仏典の原点――釈迦の説示方法の特徴 
佛教の開祖、釈迦（ゴータマ・ブッダ）の 49 年間と言われる長い間の説教説法の内容を、没後に
整理編纂した集成が初期仏典の基と成ったものであるが、彼の説教説法の方法はおよそ次の様な大
変ユニークな特徴を有する。すなわちそれは、 
① 説教者としての釈迦の説示の基本姿勢が、彼が体得した真理覚醒の上に立って、相対する説
示相手の機根（性格性向、理解能力、抱えている問題の種類や程度や内容、感受力など、全
人格的な素質）を洞察し、これに対応する形で臨機応変、当意即妙に有効な説示を与えると
いう、いわゆる「対機説法」、「應病与薬」に徹するものであった。 
② 他方、この口頭での説示を聴受する釈迦の弟子や信者たちは、各自の機根に基づいてこれを
理解し、質量共に理解できた範囲内で、その内容を心に刻み頭で記憶した。このような聴聞
の態度と方法は、現存の多くの経典の冒頭に見られる「定型句」として有名な「如是我聞」
という言葉に象徴されていると言えよう。 
Ⅱ．（初期）仏典の編纂（結集）とその歴史 
以上のような事情の下に、口頭で語られた釈迦の教えは彼の弟子信者たちにより、記憶によって
のみ蓄積されていったのであったが、その全内容は、当然のことながら多種多様なものとなり、そ
のレヴェルも高低さまざまであった。そこで、釈迦の没後に、彼の残した教説（遺教）の全体を、
記憶者の死没により消失する前に、その内容を遺された高弟たちが的確に確認しながら「仏説」と
して維持伝承する必要性が強く認識された。 
この様な、当時の仏教教団挙げての最重要かつ緊急の大事業は結集（saṅghīti,saṅghāyana）と呼ば
れ、釈迦没後、間もない時期に実施された。さらに結集は約２５００年にも及ぶ長い仏教史におい
て、その後、時代状況、社会状勢に応じ、あるいは教団内部の必要に迫られて、全部で６回も実施
されたので、その最初の結集は歴史的に「第一結集」と呼ばれる様になった。結集は、インド・ス
リランカ・ミャンマー（ビルマ）と、南方の上座仏教諸国に継承されて今日にいたっている。次に
この結集の歴史とそれぞれの概要を述べる。 
第一結集 
これは釈迦没後間もない時期に、当時の北インドのマガダ国の首都、王舎城（Rājagaha）の郊外
に所在した霊鷲山（Gijjhakūṭa）において、５００人の長老が参集して実施されたと伝えられている。
この結集は、釈迦亡き後の仏教教団を主導したマハーカッサパ（Mahākassapa）の主宰の下に、釈迦
の遺教は「法」（Dhamma）と「律」（Vinaya）に分けて集成された。「法」は、多年にわたり釈迦の
側近くに随侍し、彼の説示を直接聴聞する機会に最も恵まれていたアーナンダ（Ānanda）が中心と
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なって結集され、「律」はウパーリが中心となって結集された。因みに、後世、釈迦の高弟１０人が
「十大弟子」として称賛されるようになった時、アーナンダは「多聞第一」、ウパーリは「持律第一」
としてそれぞれ挙げられるようになったのは、彼らのそれぞれの優れた特徴をよく物語っているも
のと考えられる。 
いずれにしても、この第一結集において、釈迦の遺教は多くの優れた弟子たちの確認と合意を得
ながら、初めて編纂集成された。そしてこれが、その後さらに少しずつ増広整理されながら、今日
のパーリ語の初期仏典（三蔵 Tipiṭaka）へと形成されて行き、今日の仏教の教理教説の原初的中核
となったものである。 
第二結集 
これは釈迦没後１００年頃に、北インドのワッジー国の首都、ヴェーサーリ （ーVesālī）において、
７００人の長老比丘が参集して開催されたと伝えられている。教祖亡き後の当時の仏教教団は、遺
された高弟たちを中心として、その教勢を北インド各地各方面に少しずつ延ばし発展しつつあった。
つまり、当時の教団は、地政学的に北インド各地各方面に分散して展開して行ったわけで、その結
果、交通通信の未発達な当時のインドにおいては、各地に分散展開した教団の各グループ間のコミ
ュニケーションは極度の不足し、次第に絶縁状態に近い状況になって行ったと推測される。 
その上、教団内部では釈尊の教説の解釈や戒律の実践をめぐって、次第に複数の見解所説が現れ
てきて、釈迦在世中は一味無雑であった教団は教理思想的にも生活実践上も統一性を失って行った。 
かくして、釈迦亡き後の仏教教団は必然的に分裂の方向に進み、遂に上座部（Theravādin）と大
衆部（Mahāsaṅghika）という２つのグループ（部派、Nikāya）に分裂した。歴史上これは「根本分
裂」と呼ばれるが、この分裂した２グループからその後さらに複数の部派が分派し展開して行った。
これは「枝末分裂」と言われている。 
またこの根本分裂の直接の原因契機として、北伝の文献は、具体的に「大天の五事」と呼ばれる
教理教学上の問題を挙げ、南伝のパーリ語文献は「十事の非法」と呼ばれる戒律上の問題を記録し
ていて、両者は一致していないのであるが、いずれにしても教理上ないしは戒律上の重要な問題を
巡って、教団は二つに内部分裂したものと考えられる。 
以上の様な教団の根本分裂の結果、一方の上座部が自派の正統性を主張し、自説の正当性を確認
するために開催したのが、この第二結集であった。 
第三結集 
これは古代インドを初めて統一したマウリヤ王朝の第三代、アソーカ（Asoka）王の時代（紀元
前３世紀中頃）に王朝の首都であったパータリプトラ（Pāṭaliputra）において、当時の上座部系の一
部派であった分別説部（Vibhajjhavādin）のモッガリプッタ・ティッサ（Moggaliputtatissa）大長老を
中心として１０００人の長老比丘が参集して実施されたと伝えられる結集である。 
第二結集以降、仏教教団は上に触れた様な枝末分裂を繰り返し、既に複数の部派が出現していた
と見られるが、それらの諸部派に伍してパーリ語仏典を制作伝持していたこの分別説部が、自派の
仏典の整理確認を行ったのが、この第三結集であった。そしてこの結集は、後にスリランカにおい
て制作されたパーリ語の歴史書、『島史』（Dīpavaṃsa）、『大史』（Mahāvaṃsa）などに記述されてい
る伝承であるので、その中では当然のことながら、インドよりスリランカに直接伝来したこの上座
部こそが、釈迦教団の正統である点が強調されているのである。 
因 み に 、 こ の ア ソ ー カ 王 と 同 時 代 の ス リ ラ ン カ 国 王 、 デ ー ヴ ァ ー ナ ン ピ ヤ テ ィ ッ サ 王
（Devānampiyatissa 在位 B.C.250-210）の治世に、上の上座部に属するマヒンダ（Mahinda）長老の
一行がインドよりスリランカの当時の首都アヌラーダプラに渡来して、この地に比丘サンガを創設
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し、次いでサンガミッタ（Saṅghamitta）長老尼の一行が同じく比丘尼サンガを創設して、ここにこ
の国の仏教教団が正式に誕生した、そしてこの時に上座部のパーリ仏典も伝えられた、とするスリ
ランカ上座部誕生伝承も同じく上の歴史書の中に記されているのである。 
そして、この様にして成立したスリランカの上座部が、その後長い歳月を経て、タイ・ミャンマ
ー・カンボジャ・ラオスなどの東南アジア大陸部諸国において今日盛大に行われている、いわゆる
南伝上座部仏教のルーツとなっているのである。 
第四結集 
この結集は今問題の上座部の結集史においては、第四回目に当たりスリランカで実施された唯一
の結集である。結集はスリランカ島の中央高地に今もなお残るアルヴィハーラ（Aluvihāra）窟院で
開催されたとされるが、この時に編纂確認された仏典の内容は、それ以前の結集の場合と同様に、
正確には知られていない。恐らくはパーリ語三蔵ならびにその時期までに制作されていた原初の註
釈書の一部などであったろう。 
しかしここで特筆すべきは、従来は口誦によって連綿と伝持されてきた仏典が、この時初めて書
写されたとされる点である。この様な口誦より書写へという伝承方法の大きな変化の背景には、お
よそ以下の様な当時のスリランカ国内の時代的社会的教団的な切迫した諸事情があったものと考え
られる。すなわち、 
① 当時、スリランカ島の対岸、南インドよりダミラ人（タミル人）の反復侵寇があり、国内は
戦乱に見舞われた。首都アヌラーダプラは十数年の間ダミラ軍に占拠され、シンハラ王朝は
地方に逃散していた。 
② この時代、スリランカでは数回に及ぶ大飢饉が続発して国内は飢餓状態に陥っていた。その
結果、教団に対する食事の供養供給は減少し、また出家入団する後継修行者も減少して教団
自身が存亡の危機を迎えた。食糧不足に直面した教団の比丘の中には、やむなく対岸南イン
ドの各地に緊急避難するという人たちもいたという状況であった。 
③ 加えて、インドから伝来して以来、統一されていたスリランカ教団が、諸々の事情により、
この時代に初めて分裂し、首都には従来の「本山」マハーヴィハーラ（Mahāvihāra, 大寺）
に対抗する形で、新たにアバヤギリ・ヴィハーラ（Abhayagirivihāra, 無畏山寺）が創建され
て教団は一時的に混乱した。 
以上の様な当時の国全体を揺るがす「国難」、そしてスリランカ教団誕生以来の「法難」に際して、
教団の指導者たちは「この状況が続けば、口誦によって代々伝持してきた釈迦の正統なる教説は、
それを一身に護持している長老もこれを受け継ぐべき後継者も存在しなくなり、「正法」はまさに消
滅してしまう」という危機意識を強く抱くに至り、その結果、仏教史上最初の試みであった仏典の
書写に踏み切り、結集を実施した。 
以上が第四結集の概要であるが、この結集が契機となって、それ以降、教団の仏典伝持の方法は、
従来の口伝口誦一辺倒の方法から貝葉写本による書写伝承の方法をも加味する様になって行ったと
考えられる。 
しかしながら、ここで一つ留意しなくてはならない問題がある。それは、仏典書写が開始されて
から後の時代でも、仏典の口頭伝承が完全に廃止されることはなく、口頭伝承と書写伝承という二
つの方法が、いわば車の両輪の如く、相互補完的に採用されてきたと考えられる点である。そして
それは、少なくとも近現代になって東南アジア諸国でも紙を用いた活字印刷の仏典が広く刊行普及
するようになるまで続いたのである。その理由の一つは、当時書写材料として広く普及していた現
地産の貝葉写本の記録素材としての強度や保存性に大きな欠陥があったからと考えられるのである。
この点は中国や日本で広く採用された紙と筆を用いた仏典写本の持つ強度や保存性と比較すれば、
国際哲学研究 7号 2018　　59
  
容易に理解できることであろう。 
第五結集 
ミャンマーにスリランカの上座部仏教が初めて伝わったのは、１１世紀のビルマ族の英主、アノ
ーラータ王（在位 1044－77）の時代であった。 
以来、ミャンマーはスリランカ教団と人的交流を深めて人材を育成し、また仏典の導入と伝持、
さらには新たな仏典の制作などにも努めつつ、着実に確固たる上座部仏教国に成長し、今日に至っ
ている。 
そのミャンマーにおいて第五結集が開催されたのは、1871 年、当時、上ミャンマーにコンバウン
王朝を建国していたビルマ族のミンドン王（在位 1852－78）の時代に、王都マンダレーにおいてで
あった。この結集には 2400 人の長老たちが参集し、編纂作業は 150 日にわたって実行された。そし
てその成果は、後に 729 枚の大理石板に刻文されて、マンダレーのクゥドードー・パゴダの境内に
安置されている。その内容はパーリ語の三蔵とその註釈書（アッタカター）であるが、上座部の仏
典が、通常の貝葉写本ではなく、わざわざ堅牢な石板に刻文されたのは、およそ次の様な事情によ
るものであったと考えられる。すなわち、当時のミャンマーはキリスト教徒たるイギリス人による
植民地化が着実に進行しつつあり、この国の仏教は圧迫されつつあったので、教団はこの「法難」
に直面し「令法久住」の護教精神を発揮して、この様なまことに壮大な結集を実行したのである。 
今日、この貴重な石板仏典は破損が進んでいる部分も見られるので、その修復保存と共に学術的
調査研究も行われている。 
第六結集 
これは、1954 年から 2 年間にわたり、ミャンマーの首都ヤンゴンにおいて開催された最近かつ最
大の結集である。 
西暦 1956－57 年は、南伝上座部の代々採用してきた仏暦（南方暦）によると、釈迦没後 2500 年
に当たる年なので、この前後の時期に、上座部仏教諸国は揃ってこの「仏紀 2500 年祭」の記念事業
として、それぞれ国家的規模の様々な仏教プロジェクトを企画し実行した。 
これらの国家事業は、また、タイを除いた他の上座部仏教諸国がいずれも西欧列強による長い植
民地支配からようやく独立し、新たなる国家建設の意気盛んなこの時期における「仏教ナショナリ
ズム」の発揚でもあったのである。そして 2 年にわたるこの結集は他の上座部諸国の学僧たちをも
招いて盛大に遂行され、そこではパーリ三蔵のみならず、その註釈書（アッタカター）、復註書（テ
ィーカー）、復々註（アヌティーカー）、その他、綱要書など、当時のミャンマーに伝持されていた
仏典を中心として、より多くの仏典が網羅的に集成編纂されたのである。 
 
以上は、インド・スリランカ・ミャンマーへと伝承されたとされる結集史の概要であるが、これ
とは別にタイで制作された異なる結集史も存在する。この結集史では、インドで 3 回、スリランカ
で 4 回、タイで 2 回、計 9 回の結集が挙げられているが、その内容は正規の「結集」の歴史として
は史実性に乏しいと言わざるを得ないものである。 
Ⅲ．三蔵の形成過程と伝持制作者の専門分化 
前項においても触れた様に、今日、われわれが仏典（仏教典籍）として保持しているパーリ語文
献は、歴史上、長い年月の間に多くの人たちによって制作された膨大な文献の総体である。しかし
言うまでもなく、その根本はあくまでも聖典（正典）即ち「仏説」として公認された初期の仏典の
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みである。これは「三蔵」（Tipiṭaka）と呼ばれ、経・律・論の三部より構成されている。しかしな
がら、この根幹を成す三蔵とても他の仏典と同じく、決して一度に編纂集成されたものではなく、
やはり長年の間に少しずつ整理集成されてきたものが、ある機会に（これは決して結集の時とは限
らない）「三蔵聖典（正典）」として教団によってオーソライズされて確定されたものである。 
一方、既に説明した通り、口誦により伝承されてきた三蔵には、その口誦暗記に努め、それを後
継者に伝承してきた担当者が教団の内部に必ず存在していた。もしそうでなかったとしたならば、
口誦の仏典は歴史上途中で消失し今日まで伝承されてこなかったはずである。 
そして、その口誦担当者たちの個々の名前は、勿論不詳であるが、しかし彼ら担当者たちの専門
家としての一般的呼称については、その情報が各種の仏典（特に三蔵とその註釈書）の中に散見さ
れるので、これによって彼らの存在とその名称や役割、その変遷などの概要を知ることが出来るの
である。そして更に、上記の三蔵の形成過程とこの口誦担当者たちの名称などの間には、ある種の
相即相関関係が見られるのである。 
そこでこの相関関係を、その変遷に従って箇条的に説明すると以下の通りである。 
① 前述した通り、第一結集において釈迦の遺教は「法」（Dhamma、一般的な説示、教説）と「律」
（Vinaya, 戒と律の規定とその説明）とに分けて編纂されたわけであるが、その中、法を合
誦して伝持した人たちは持法者（Dhamma-dhara）律の合誦伝持者たちは持律者（Vinaya-dhara）、
ないしは誦法者（Dhamma-vādin）と誦律者（Vinaya-vādin）とそれぞれ呼ばれるようになっ
たと記されている。 
② やがて上の「法」という語は「経」(Sutta)に代わり、経師（Suttantika）と律師（Venayika）
という一対の表現が見られる様になる。因みに①と②の段階では後の論蔵を意味するような
ものは未だ現れず、いわばこれは聖典が未だ「二蔵」（の原初型）の段階であったことを示し
ていると言えよう。 
③ 経師（Suttantika）が、（A）経文の誦出伝持を専らとする誦出者（Bhāṇaka）と、(B)経文の語
句 解 釈 や 内 容 の 論 的 説 明 、 教 理 の 体 系 化 な ど （ 対 法  abhidhamma ） に 努 め る 論 説 師
(Dhamma-kathika)とに専門分化した。そしてこの段階で論蔵(Abhidhamma Piṭaka)の原初型が形
成されたものと考えてよいであろう。なお独立した第三の蔵、論蔵を専門とする者は論師
(Ābhidhammika)と呼ばれた。 
④ 同じ段階で律師(Venayika)は、律の戒条を整理伝承しつつ、戒と律の規定や語句の解釈、制戒
の因縁物語など「対律」（abhivinaya）に努めるなど律の内容整備を行った。しかし「律」の
場合は、この様な「対律」は、「経」から［論］が独立発展した様にはならず、その内容はす
べて「律蔵」（Vinaya Piṭaka）に収められて固定された。 
⑤ 経蔵の誦出者（Bhāṇaka）のグループは時に持部者（Nikāya-dhara）とも呼ばれている。これ
は経蔵が更に増大されつつ、分類されて「部」（Nikāya）と言われるパートに纏められたこと
を示すものである。言うまでもなく今日の経蔵は五部より構成されているが、最初は先ず四
部（長部、中部、相応部、増支部）のみが成立したと推定できる。その状況を証明する文献
的 事 実 と し て 、 古 く は 持 部 者 と し て は 四 部 誦 出 者 （ Catu-bhāṇaka ） 即 ち 長 部 誦 者
（Dīgha-bhāṇaka）、中部誦者（Majjhima-bhāṇaka）、相応部誦者（Saṃyutta-bhāṇaka）、増支部
誦者（Aṅguttara-bhāṇaka）という名称のみが経蔵の専門家として列挙され、そこには未だ小
部誦者（Khuddaka-bhāṇaka）の名は見られない。 
 いずれにせよこの段階で、四部より成る経蔵、律に関する全体を包含した律蔵、そして七論
より成る論蔵という内容の三蔵が成立したものと考えられる。 
⑥ 四部構成の原初型の経蔵に対して、それまで三蔵の外に置かれ「単一経」として伝持されて
きた一部の独立仏典が、新たに公認されて経蔵の中に第五の部として追加されて「小部」が
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成立し、ここで経蔵は現在の五部構成となった。現在の小部は 15 の経典を収めているが、そ
の中には最初期の経典と見られる古い一部の韻文経典や新しい制作の論的文献などが含まれ
ている。因みにこの五部構成の経蔵の成立と相即する形で、後代の文献には、四部誦出者と
いう表現に代わって五部誦出者（Pañca-bhāṇaka）という名称が現れるようになった。 
⑦ 誦出者（Bhāṇaka）たちは、既に説明した様に、やがて仏典が書写される様になった結果、仏
典の暗記誦出を専門としていたその本来の役割が多少は軽減され、そこに余裕が生じるよう
になった。そこで誦出者たちは本来の暗記誦出の責務の他に、教理全般に関する様々な問題
に対して自身で考察する様になり、次第に自身の見解所説を表明する様になったのである。
その結果、彼ら専門誦出者の間で経文や教説の解釈などを巡って、論争が行われる様になっ
て行ったのである。例えば、彼らの論争相手や論争内容の一端は、今日のパーリ註釈書（ア
ッタカター）の中に散見されるのである。 
⑧ そして更にはスリランカにおいて、彼ら優秀な誦出専門家の中から専門分野を示した個人の
名前が、彼らの教説見解と共に言及される様になった。例えば、長部誦者アバヤ長老
（ Dīgha-bhāṇaka Abhayatthera ）、 相 応 部 誦 者 チ ュ ー ラ シ ー バ 長 老 （ Saṃyutta-bhāṇaka 
Cūl̥asīvatthera）などである。そして遂には長部誦者・三蔵師マハーシーバ長老（Dīgha-bhāṇaka 
Tipiṭaka Mahāsīvatthera）と呼ばれた最優秀の人物も出現している。彼の名前と教説見解は、
スリランカの長老の中で註釈書に最も多く引用言及されている。言うまでもなく「三蔵師」
とは三蔵すべてに通じている学殖豊かな優れた者に与えられる特別な称号である。 
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